啓林館　新編数学Ⅰ(数Ⅰ００９)、新編数学Ａ(数Ａ００９) 観点一覧

【内容の取扱い】

・内容の精選・重点化，個に応じた学習への工夫をしました．

数学Ⅰでは，計算力をつけることに重点をおき，１章にかなりのページ数をさきました．また，数学の苦手な生徒に配慮して１７～２３ページで○や△の図を入れています．

数学Ａでは，生徒の負担を考え，集合を軽く扱っています．また，命題を最後に軽く扱っています．（ド・モルガンの法則や命題の裏は扱いませんでした）

・身近な内容を取り上げ，生徒の興味や関心に対する配慮をしています．

数学Ⅰの１０２ページのように各節の最初にいまから何を学ぶのか具体的に書くようにしています．

数学Ａの１６ページや４０ページのようにできるだけ生徒の興味を引くような身近な例をあげるようにしました．

・基礎力や応用力がつくように工夫しました．

できるだけたくさんの基本的な例や例題を取り上げ，また問はその上の例や例題と同じタイプの問題にするなどして基本が完璧にわかるようにしました．

また各章末に発展として難しい内容を扱い応用力もつくようにしています．

・特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮しています．

受験だけに役立つような知識は取り上げず，本当の数学の力がつくように考えて編集しています．

・生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫をしています．

数学Ⅰの５０～５１ページのように説明は簡単にし，図でわかるようにしています．生徒が読んでわかる教科書にしました．

・教科および科目の目標を達するために必要な内容にしました．

指導要領の内容をすべて取り上げました．

【単元の構成・配列および分量】

・学習が効果的に進められるよう配慮しました．

数学Ⅰでは，単なる式や数の計算と方程式・不等式の解法を別の章に分けました．

また数学Ａでは，学習指導要領の「集合と論理」を切り離し，集合と要素の個数を最初に扱い，論理的な部分は数学Ⅱにつながるように最後にしました．

さらに，数学Ⅰの６８～７３ページのようにステップをかなり細かくし，また見開き２ページ構成にし，１時間で２ページ進めばいいようにしています．

・自主的・自発的学習ができるように構成しました．

節や小見出しをたくさん作り，何について学習しているかわかるようにしました．

・相互に関連をもち，系統的・発展的に構成しました．

数学Ⅰでは，基本になる計算から入り，２次関数のグラフ，そして最後に数学Ⅱとの関連で三角比としました．

数学Ａでは，集合を軽く扱ってから，個数の処理，確率，そして最後に生徒にとって負担の大きい図形としました．

・教育課程における単位数に照らして適切な分量にしました．

１単位３０時間としても十分指導できる内容にしています．

・基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫しました．

本文で問，練習，節末で問題，章末で章末問題と基本的な問題を何度も解かせるようにしています．

・内容が網羅的・羅列的でなく精選しました．

基本的な内容に多くのページを割くようにしました．

